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論 文 内 容 の 要 旨

ムギ北地モザイク病は,北海道や東北地方で発生する虫媒伝染性ウイルス病で,ムギ額栽培上重要な病

害である｡本病の防除技術を確立する上に,媒介昆虫の生態に関する知見は必要不可欠であるにもかiあ

らず十分な研究が行われていなかった0

本論文は,本病の主媒介昆虫であるヒメトビタンカの発生動態とウイルスの獲得 ･伝染との関係を解明

するとともに,､吐メトビウソカ以外のウyカ類による本病媒介の可能性についても探索し,媒介昆虫の生

態よりみた本病の伝染環を明らかにしたものやあるO

本病ウイルスは,秋まきムギ類やスズメノお声ビラなどの植物体内とヒメトビウソカ休眠幼虫の体内で

越冬するが,春まきムギ類への伝染の主体をなすのは後者であることを明らかにした｡すなわち,春まき

ムギ操での本病発生の時間的推移をみる､と,越冬換羽化した第1回成虫が病棟物から吸汗することにより

ウイルスを獲得して媒介した史想定した場合より早期に発病株が出親しでおり,保毒越冬した個体が羽化

後春まきムギ額に飛来し媒介するこせが推諭された.

ムギ類の発病株で発育した第2由陳牽成虫は,ムギ額の成熟後イ皐のはかスズメノカタをラやとぼれ魔

手より生じたムギの芽生えに移動するOイネほ本病に感染しないが,他の二つの椿物はムギ収療後の媒介
I

源として重要である｡､これらの病植物や発育保毒したヒメトビウソカは-部が羽化して秋まきムギ鞘に蕗

動してウイルスを媒介し,残 りは3･4令期で保寿休眠幼虫として越冬するOまた,秋まきム単発病棟で

発育保牽した東3世代幼虫も同様に体醜越冬L;春まきムギ類への媒介漉となる｡このようにして本癖ウ

イノレスの年間の伝染帝が完結していることが証明された｡

'なお,イネ科の牧草や雑草に生息するシpオビウソカ,ナカノウyカおよびネッポロトビウソカのL3種

が本病ウイルスを獲得し媒介しうることも実験的に確認された｡これらのウ./カはムギ操に直接加害する

ものではないが,ヒメトビウソカと寄主植物が一部重複するため,本病のムギ類人の媒介に間接的に関与

する可能性が大きい｡

以上のように,本論文において,従来不明であった北地モザイク病の伝染環が媒介昆虫の生態の面から
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解明された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ムギ北地モザイク病は,1910年頃北海道農業試験場十勝支場のムギ頬は場で発見された虫媒ウイルス病

で,北海道や東北地方北部において重要なムギ類の病害となっている.このウイルス病がヒメトビウソカ

によって媒介されることは,1941年に伊藤 ･福士両虎によって明らかにされており,その後若干甲研究が

行われている｡しかし,媒介昆虫であるヒメトビアンカの発生動態と本病伝染との関連や,ヒメトビウソ

カ以外の媒介昆虫の存否など,多くの未解決の問題が残されていた｡

本論文は,これらの問題について野外調査と室内実験を行い,媒介昆虫の生態の面から本病の伝染環を

解明したものである｡

北地モザイク病ウイルスは,従来植物体内で越冬するとされてきた｡本論文においても,秋まきムギ類

やスズメノカタビラでウイルスが越冬することが確認されたが,それ以外に休眠幼虫として越冬するヒメ

トビウソカの体内でもウイルスが越冬していることが証明されたoLかも,春まきムギ嬢における本病の

発生紅関して時,後者の方が重要であることが明らかになった｡すなわち,春まきムギ暁における本病の

発生笹,主として発芽後20-30日頃の感染によるものであるが,これに対して植物体内で越冬したウイル

スを春になってヒメトビウソカが吸汁獲得し媒介するという経路を考えるのは時間的にみて不可能で,保

夢越冬し串ヒメキビウンカの第1回羽化成虫が媒介したものと結諭される｡I

ムギ頼り病棟で育った第2回保毒成虫は,ムギの成熟収穫にともない水田のほかこぼれ種子から発芽し

たムギの芽生えやスズメノカタビラに移動する｡イネほ本病に感染しないが,他の2植物はムギ収穫後秋

まきムギ頬の発芽までの期間のウイルス媒介源として重要な役割を果すことが明らかになった｡これらの

病植物で育った第3回保毒成虫の一部が秋まきムギ類-の媒介源とな恥 また秋まきムギ塀やスズメノカ

タビラの発病株で発育した保養幼虫が3･4命で休眠越冬し,春まきムギ類に対する媒介源となる｡この

よう勺に,従来不明であった本病の年間の感染環が本研究によって明らかにされた｡

また,ヒメトビウソカ以外の媒介昆虫の探索を行い,シpオピウソカ,ナカノウソカおよびサッ泉｡ト

ビウンカ93種が,本病ウイルスを獲得し媒介することを実験的に証明したが,これも新知見であ肴｡こ

れら3種のウソカはいずれもイネ科の牧草や雑草に寄生し,ムギ類に直接本病を感染させることはないが,

ヒメ′トビやソカと寄主植物が一部重複するので,間嘩的にムギ琴における本病の発生に関与する可能性が

大きいと示唆している｡

以上のように,本論文はムギ北軍モザイク病の発生 ･伝染の過程を,媒介昆虫の生態学的研究を通じて

明らかにしており,応用昆虫学および植物ウイルス病の疫学に寄与するところが大きい｡

串って,木簡耳は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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